
学校番号 ３００７ 

令和２年度 工業科（機械系） 

 

教科 機械 科目 工業管理技術 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 なし（ただし、以下の副教材を準教科書として使用） 

副教材 工業管理技術(実教出版) 

 

１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

ものづくりなどの製造業を中心とした企業の組織全体として経営・管理と工場における運営・管理に

関する知識と技術を習得させ、産業の現場において実際に活用する能力と態度を育てることを目的と

している。 

 

２．学習の到達目標 

１、工業生産の運営と管理に関する基礎的な知識と技術を習得させる。 

２，実際に活用する能力と態度を育てる。 

 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a. 関心・意欲・態度 b. 思考・判断・表現 c. 技能 d. 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

職業や職業観、勤労

観、職業・産業の分類

などについて意欲的

に学習に取り組む態

度を身に付けさせる。 

 

 

 

職業と産業の意味や

職業の３要素につい

て理解し、産業の分類

と産業構造にも影響

していることを考え、

生産現場の従業員に

求められる知識・技能

を考察できる。 

生産要素の５M の必

要性や管理サイクル

の目的や内容を考察

し、手順計画などの図

表や生産と納期の計

画ができるかを判断

する。 

工程管理における差

立,進捗管理、余力管

理、現品管理や生産計

画の変更に伴う統制

機能の必要性を理解

して応用できる。 

評
価
方
法 

授業準備状況 

学習状況の観察 

ノート 

 

発問に対する回答 

ノート 

学習状況の観察 

定期考査 

ノート 

学習プリント 

定期考査 

ノート 

学習プリント 

上に示す観点に基いて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5 段階の評価にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a. b. c. d. 

１
学
期 

第１章 

職業と産業 

 

 

第２章 

企業のしく

み 

 

 

第３章 

工業管理技

術 

の概要 

 

 

第４章 

生産管理 

 

 

１、職業とは 

２、産業とは 

３、製造業とは 

 

１、企業とは 

２、管理組織 

３、管理業務 

 

１、製造業のし

くみ 

２、工業管理の

しくみ 

 

１、生産管理の

役割と意義 

２、生産形態 

３、生産計画 

４、工程管理 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

ａ：職業と産業の意味や職

業の分類などを理解して自

分の進路についても考え、

発表できているか。 

ｂ：工業管理技術と従業員

の関係や社会の中で企業が

果たす役割などを理解した

ことをノートにまとめるこ

とができるか。 

ｃ：受注生産や見込生産に

はどんなものがあるのかを

考えさせ、どのくらいの数

をノートに記入することが

できるか。 

ｄ：生産活動の５要素の必

要性や管理サイクルの目的

や内容についても考えをノ

ートにまとめているか。 

学習状況の

観察 

ノート 

定期考査 

発表内容 



２
学
期 

第５章 

工程分析と

作業研究 

 

 

第６章 

品質管理 

 

 

 

 

 

 

第７章 

安全衛生管

理 

 

 

１、工程分析と

作業研究の役割 

２、工程分析 

３、作業研究 

 

１、品質管理の

意義と目的 

２、品質管理の

手法 

３、品質検査 

４、品質保証 

５、品質管理の

意思決定 

 

１、安全衛生管

理の役割と意義 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

ａ：工程分析と作業研究の

内容においてライン編成、

方法の研究と作業測定、動

作研究、標準時間などを理

解し分析する態度ができて

いるか。 

ｂ：品質管理における品質

と特性について、ばらつき

があることや不良品ができ

る理由などを話し合わせて

原因と対策を発表すること

ができるか。 

ｃ：品質管理の手法で、測

定値の調べ方の度数分布

表、ヒストグラム、度数分

布曲線の製作方法を修得さ

せ実際に正確に描けること

ができるか。 

ｄ：分散、標準偏差などを

ノート求めさせてその値が

正しいか。 

 

学習状況の

観察 

ノート 

定期考査 

発表内容 

２
学
期 

 

 

 

 

 

第８章 

環境管理 

２、労働災害 

３、安全衛生活

動 

４、安全衛生管

理組織 

 

１、環境管理の

役割と意義 

２、環境問題の

取組み 

３、企業の環境

保全への取組み 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 ○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

安全衛生管理において労働

災害や環境問題についても

実例をもとに原因と対策を

ノートに記入させどれだけ

できているか。 

 



３
学
期 

第９章 

人事管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０章 

企業会計 

 

 

 

第１１章 

工業経営関

連法規 

１、人事管理の

役割と意義 

２、労働契約と

労働関連法規 

３、人事政策と

人事管理 

４、人材育成 

５、人事考課と

処遇 

６、福利厚生 

, 

１、企業会計の

役割と意義 

２、原価管理 

３、財務諸表 

 

１、法令の体系 

２、企業経営一

般に関する法律 

３、労働関係に

関する法律 

４、技術と工業

振興に関する法

律 

５、環境保全に

関する法律 

６、製造業に関

する法律 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

  

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

ａ：人事管理の役割を理解

させ、労働基準法の概要や

労働契約の内容を学習し、

ノートにまとめることがで

きるか。 

ｂ：企業会計と経営活動の

関係や財務会計、管理会計

について学習し、原価管理

の目的や原価の構成など考

察できるかを発表すること

ができるか。 

ｃ：生産性の分析や減価償

却の内容を理解し原価管理

の計算ができるかをプリン

トやノートに実践しその計

算方法や答えが正しいか。 

ｄ：労働関係に関する法律

について理解させ、自分の

就職先の労働条件などを見

ながらこれから労働者とし

て注意しなければならない

点を理解させノートにまと

めその考え方、表現するこ

とができるか。 

学習状況の

観察 

ノート 

定期考査 

発表内容 

 


